
昔は、本当によく練習しました！ 

またまた、高校や大学時代の話

になるが、そのころは本当によく

ギターを弾いていた。高校時代は、

学校というものがあり、真面目に

授業は受けていた？が（時折、ギ

ター部の部室に逃げ込んで弾いて

いたこともある）、帰宅したあとは

ほとんど一日中弾いていたよう

な気がする。よく、飯の時間にな

っても２階の部屋から降りてこ

ず、降りてきても、一目散食べて

すぐ部屋へ戻ってしまうと母に

ボヤかれた記憶がある。大学時代

は、ほとんどが自由時間？なので、

レンコン掘脇の部室や、藁葺き屋

根の間借り部屋で、一日中、ギタ

ーを弾いていたような気がする。 

その頃であろうか、なにかの本、

あるいはギター講師から、次のよ

うなことを言われた。「セミプロ

なら 7,000 時間、プロになるなら

３万時間弾け」と。この 7,000 時

間、3 万時間は、ギターに限った

事でなく、英会話でも、あるいは

仕事としての専門職でも同様で

ある。時間の長さではなく、その

質だろうという当然の意見もあ

るが、それにしても、プロになる

ための 3 万時間というのは結構

あたっていると思う。1 日 10 時

間弾いて、一年で 3,600 時間、約

8 年ちょいかかる計算となる。急

に英語圏で生活するようになっ

て、朝から晩まで英語を喋り、約

８年で、自分の意見を隠喩を使い

ながらしゃべれるようになると

いうことだ。これは概ねあたって

いる。この計算で言うと、私自身

の計算では、小学校高学年から弾

き始めたので、最初の 7 年間は 4

時間程度、大学以降は 6 時間で計

算すると約 23,000 時間程度にな

る。卒業後もガンガン弾いていれ

ば 3 年後ぐらいには、30,000 時

間を達成しプロに。残念ながら、

卒業したあとは一週間で 1 時間

程度の練習時間になっちまって、

夢であったプロの道は絶たれ

た、・・・・なんてこたあないか、

もともとプロになる気もなかっ

たし、才能と性格にも問題ありで

したからね！！ 

今、定年前退職という夢のよう

な現実を手に入れたが、それでも

一日の練習時間は多くて 2 時間

程度だろう。もう気力が続かない。

当然、現役で働いてる人は、良く

て 1 日 30 分程度あれば頑張って

いるなあという印象だと思う。ち

なみに、この前聴いた佐賀のオケ、

ピアニストの古賀大路氏（まだ

20 歳）は、一日に 8 時間以上練

習すると言っていた。まあ、労働

者 8 時間勤務と考えれば、プロで

あれば当然か。前回のペロアは、

練習はしないそうだ。新曲も覚え

るまでは練習するが覚えたあと

は練習しないで、コンサート前で

もゲームばかりして遊んでいる

そうだ（ほんとかなあ？？）。ジ

ョン・ウイリアムスは、数多くこ

なすコンサートが練習の場だと

言っていた。まあ、ここまで大御

所になるとそうだろう。 

 

さて、そんな中で、我々アマは、

どのような練習をしているか。あ

るいはするべきか。スケールやア

ルペジオの練習も必要だろう。た

だ、機械的にやっても面白くはな

い。練習曲の中でも面白いものを

取り上げれば一石二鳥である。そ

んな練習曲の筆頭は、なんといっ

てもソルの練習曲であろう。私の

は、阿部保夫版だが、最初から

25 番までやるとゆうに 1 時間は

かかるかと思うがどれもいい。特

に、6,7,11,15,17,19,22,23,24,25

は、独奏曲としてもふさわしい素

晴らしい曲ばかり（NO6 は月光） 

ちなみにビラロボスの 12 の練

習曲が弾ければ上級クラスだと

いうので、頑張ってみてる。この

12 曲は、どれもこれもメチャか

っこいい。ということで、私の場

合は、ソルやビラロボスの練習曲

を弾くことで、練習としているが、

多くの時間は、好きな曲を弾き通

すのが日課である（だから、上達

しないと言われそうだ）。 

 

ということで、紙面もなくなっ

てきたので、CDの紹介を（毎回、

テーマが中途半端に終わるなあ

とつくづく思う・・・・）。 

前回のペロア同様、BACH の

演奏で感動したのが、今月の現代

ギターの表紙に起用されたアナ

ちゃんのデビュー直後のこのCD。

この CD の時はいくつだろう 10

代なかばか？今月の表紙の写真

では、もう、素敵なレディになっ

ている。ということで、この CD

も聴くこと必須のものである。 

（今回は、裏面におまけアリ） 
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ギターCD レター from yakateru(第１１号) 
現代ギター6 月号は、美人ギタリストアナ・ビドヴィッチの表紙が素敵ということ

に加え、特集が「日常練習の見直し」という極めて現実的なテーマになっていま
す。まあ、内容は、そりゃそうだろうなという至極当然なことが書いてあるので
すが、日常の練習について私なりの私論を書き綴ってみます・・・・・・・ 

日頃のギター練習はどうするか、どうすればいいのか？ 

 



（おまけ） 

裏面は、前回、数行の紹介で終

わったペロアの BACH の素晴ら

しい演奏が入っている CD につ

いて補足をする。というか、裏面

に突入することとなるが。 

この CD の最大の聴きどころ

はパルティータ NO2 である。

BACH のギター曲は数多くの名

曲があるが（というかほとんどす

べてが名曲）、リュートやバイオ

リン、チェロ、あるいはフルート

をギター用に編曲したものが中

心である。リュートの作品は、も

ともとギターに向いているし、ほ

かの楽器も単音の連続音＋時々

和音あるいは２声ということで、

ギターとしても処理しやすい楽

曲である。しかし、このパルティ

ータは鍵盤楽器の曲の編曲であ

る。つまり、両手 10 本の指で演

奏する曲をギター用に編曲した

もので、本来は不可能な領域の曲

だと思う。このパルティータ NO

２の楽譜を手に入れて、音を拾っ

てみて、最初のシンフォニアは、

途中までの導入部とアンダンテ

の途中まではなんとか弾けても、

２声の掛け合いが連続して続く

後半は、とても弾けるものではな

いと思った。技術的には、あのシ

ャコンヌの数倍の困難性を伴う

曲である。しかし、弾いてみたい

一心で、そう、毎日 4 小節刻みづ

つ運指を確認する作業を１ヶ月。

なんとか、最初のシンフォニアを

通し終えた。そんな曲を、パラパ

ラと弾くのだ、このペロアは。 

（続く） 

 

 

 

おまけのおまけ レディになったアナちゃん（現代ギター6 月号表紙） 


